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　Abstract

The cymothoid isopod Ceratothoa verrucosa (Schi-
oedte and Meinert, 1883) was found as a pair of an 
ovigerous female and a male in the buccal cavity of 
red seabream, Pagrus major (Temminck and Schlegel, 
1843) (Sparidae), from the western North Pacific off 
Aichi and Shizuoka prefectures, central Japan. This 
represents the first record of C. verrucosa from Aichi 
Prefecture and a rediscovery of the species from Shi-
zuoka Prefecture after its first record in 1910 from this 
prefecture. In the host’s buccal cavity, the ovigerous 
females (30.5 and 39.2 mm in body length) were ven-
trally attached to the palate, while the males (19.2 and 
26.0 mm in body length) to the lateral wall.

　はじめに

タイノエCeratothoa verrucosa (Schioedte and Mei-

nert, 1883)は，わが国周辺海域に生息する硬骨魚

類，特にマダイ Pagrus major (Temminck and Sch-

legel, 1843)の口腔に寄生するウオノエ科等脚類の

1種である（山内，2016；長澤，2017；Hata et 

al., 2017；長澤・福田，2018）．近年，筆者らは，

わが国周辺海域におけるタイノエの地理的分布に

関する研究を進めており，ごく最近，本州太平洋

岸の愛知県と静岡県で漁獲されたマダイにその寄

生を認めた．これは，タイノエの愛知県からの初

記録，静岡県からは 1910年以来の再発見となる．

本論文で，その概要を報告する．

　材料と方法

タイノエが寄生していたマダイは 2尾あり，1

尾は 2019年 12月 8日に愛知県西尾市一色町小薮

船江東にある魚市場で購入し，他尾は 2019年 11

月 16日に静岡県静岡市清水区三保の駿河湾沿岸

（34°59′54.77″N, 138°31′39.13″E）で自らが釣獲し

た．前者の魚市場では，同一地区にある一色漁港

に水揚げされた魚介類を販売しており，それら魚

介類は遠州灘西部や伊勢湾，三河湾で主に底引き

網によって漁獲されたものである．マダイを購入

または釣獲後，その口腔に大きな寄生虫を認めた

ので，魚体ごと冷凍保存した．後日，それを国際

水産資源研究所において解凍し，標準体長（SL, 

mm）を測定後，口腔から寄生虫を摘出して 70%

エタノール液で固定した．この寄生虫標本を水族

寄生虫研究室で実体顕微鏡（Olympus SZX10）を

用いて観察し，タイノエと同定した．

タイノエ標本は，日本産ウオノエ科等脚類の

分類学的研究のために，現在，第一筆者のもとに

あり，研究終了後に茨城県つくば市にある国立科

学博物館筑波研究施設の甲殻類コレクションに収

蔵する予定である．本論文でタイノエの形態を記

述する用語は下村・布村（2010）に従う．
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　結果

愛知県西尾市一色町の魚市場で購入したマダ

イは 214 mm SL，静岡県三保海岸で釣獲したマダ

イは 276 mm SLで，ともに口腔にタイノエの雌 1

個体と雄 1個体が寄生していた（Fig. 1A, C）．タ

イノエの雌は，マダイの口蓋に腹面を密着させて

寄生していた．雄は，雌の体後部付近に並行し口

腔側面に懸着していた．

タイノエの雌（Fig. 1B, D左）は，愛知県産で

体長（頭部前端から腹尾節後端）30.5 mm，最大

体幅 14.0 mm，静岡県産で体長 39.2 mm，最大体

幅 21.1 mm．いずれも抱卵雌で，体はほぼ小判型．

静岡県産個体の第 3胸節は愛知県産個体よりも幅

広い．頭部は小さく，ほぼ半円形または栗形で，

後縁は円弧．第 1胸節左右前縁は前方に伸長して

頭部を囲む．第 1胸節後縁はやや隆起する．第

1–3胸節背面に凹凸を有し，第 1胸節で顕著．第

3–5胸節がやや幅広い．第 5–7胸脚基節は拡張す

る．各腹節は短い．腹尾節は半月形．尾肢の外肢・

内肢ともに短い．

タイノエの雄（Fig. 1B, D右）は，愛知県産で

体長 19.2 mm，最大体幅 7.1 mm，静岡県産で体

長 26.0 mm，最大体幅 11.8 mm．体形は雌に比べ

てやや細長く，第 3–5胸節が少し幅広い．頭部は

小さく，ほぼ台形で，後縁は円弧．第 1胸節左右

前縁は前方に伸長する．第 1胸節背面の凹凸が顕

著．雌と同様に，各腹節は短く，腹尾節は半月形．

尾肢の外肢・内肢ともに短い．

Fig. 1. Ceratothoa verrucosa. A and C, an ovigerous female (f) and a male (m) of C. verrucosa in the buccal cavity of red seabream, Pagrus 
major, from the western North Pacific off Aichi (A) and Shizuoka (C) prefectures, fresh specimens, lateral (A) and ventrolateral (C) views; 
B and D, the ovigerous female (left) and the male (right) of C. verrucosa from the red seabream caught off Aichi (B) and Shizuoka (D) 
prefectures, fresh specimens, dorsal views. Abbreviations: f, female; m, male. Scale bars: A, 20 mm; B–D, 10 mm.
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　考察

今回，愛知県沖と静岡県沿岸で漁獲したマダ

イにタイノエの寄生を認めた．これまでに愛知県

からタイノエの採集記録はなく，今回得られた標

本は同県からのタイノエの初記録となる．また，

静岡県では，100年以上も前に，Thielemann (1910)

が伊東と初島間の相模湾産タイノエを報告した

が，その後，記録はない．今回，駿河湾から得ら

れたタイノエ標本は，静岡県からの第 2記録であ

るとともに，駿河湾は新産地となる．

「材料と方法」で記したように，愛知県西尾市

一色町の魚市場で購入したマダイは，遠州灘西部

や伊勢湾，三河湾のいずれかの海域で漁獲された

と推定されるが，正確な漁獲位置は不明である．

このため，今後，愛知県でタイノエの寄生状況等

を調べる際には，漁獲場所を特定できる魚体試料

を用いることが望ましい．

前報（長澤，2019: fig. 1B）で，タイノエの雄

がマダイの口蓋に寄生していた例を報告した．し

かし，今回の観察では，タイノエの雄は宿主の口

腔側面に懸着しており（Fig. 1A, C），この寄生様

式は以前観察した結果（Nagasawa and Isozaki, 

2016: fig. 1A；長澤，2017: fig. 1B）と同じであった．

いずれの場合も，宿主に固着寄生する雌に比べる

と，タイノエの雄は宿主口腔に強く懸着すること

はなかった．このため，先に報告した宿主口蓋へ

の雄の懸着例（長澤，2019）は，宿主の死後に雄

が口腔側面から口蓋に移動したと考えるのがよい

かも知れない．

タイノエはわが国の周辺海域（太平洋，瀬戸

内海，東シナ海，日本海）に分布し，太平洋では

次の都県から採集記録がある．それらは，西から

東に向かって，鹿児島県（長澤，2017），大分県（長

澤・福田，2018），高知県（Hata et al., 2017），和

歌山県（椎野，1951），三重県（Nagasawa and 

Isozaki, 2016；Nagasawa and Tanaka, 2017），静岡

県（Thielemann, 1910）， 神 奈 川 県（Hata et al., 

2017），東京都（Trilles, 1972），千葉県（椎野，

1951）である．長澤（2017）は，太平洋沿岸にお

けるタイノエの分布は暖流の黒潮が影響する水域

であることを指摘している．今回，愛知県からタ

イノエが採集されたことによって，本種がわが国

の太平洋沿岸域に連続的に分布し，それは黒潮流

路に沿った海域であることがいっそう明確になっ

た．同じウオノエ科等脚類の 1種，ウオノコバン

Nerocila japonica Schioedte and Meinert, 1881 も，

わが国の太平洋沿岸で黒潮の影響下にある水域に

分布することが報告されている（Nagasawa and 

Tawa, 2019）．

マダイは茨城県以北の太平洋沿岸域にも生息

するが，タイノエの採集記録はない．この水域は

黒潮と寒流の親潮が混合する水域であり，北に行

くほど親潮の影響が強くなる．今後，わが国にお

けるタイノエの地理的分布を解明するには，茨城

県以北の沿岸水域でマダイにおけるタイノエの寄

生状況を調べ，海洋環境との関係を明らかにする

ことが重要である．
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